
 

 

                       平成 24年 10月 1日 

                     一般財団法人 日本水路協会 

    

日本人初日本人初日本人初日本人初    水路協会水路協会水路協会水路協会    技術アドバイザー技術アドバイザー技術アドバイザー技術アドバイザー西田博士西田博士西田博士西田博士    

“アレクサンダー・ダーリンプル賞”受賞“アレクサンダー・ダーリンプル賞”受賞“アレクサンダー・ダーリンプル賞”受賞“アレクサンダー・ダーリンプル賞”受賞！！！！！！！！    

 

 当協会の技術アドバイザー西田英男博士はこの度、世界の水路業務分野にお

いて顕著な貢献のあった個人に対し授与される、“アレクサンダー・ダーリンプ

ル賞”を日本人として初めて受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Alexander Dalrymple Alexander Dalrymple Alexander Dalrymple Alexander Dalrymple 賞”賞”賞”賞”トロフイートロフイートロフイートロフイー 

((((台座の上台座の上台座の上台座の上ははははクリスタル地球儀クリスタル地球儀クリスタル地球儀クリスタル地球儀))))    

 

 “アレクサンダー・ダーリンプル賞”は英国水路部 (UKHO) が2006 年“世

界水路の日”がスタートしたことを記念して制定したもので、賞の名称は1795 

年に英国初代水路部長に就任した“Mr. Alexander Dalrymple”の名前から採ら

れものです。 

 

 授賞式は、平成 24年 10月 2日に英国ロンドンで執り行われます。 

 

 なお、海上保安庁でも同様な広報が行われていますので、ご覧下さい。 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/GIJUTSUKOKUSAI/koho/20121001_AD_award.pdf 

 

  



 

 

 ■受賞理由受賞理由受賞理由受賞理由    

 西田博士は海上保安庁 (JCG) 在職中、独立行政法人 国際協力機構（JICA）

の集団研修 “海洋物理調査コース”の先任上級講師を務めてきており、その間、

アジア及びその他の諸国の 300 名を超える水路技術者の養成に携わり、そのう

ち多数の研修修了者は、今や各国の水路部長に就任しています。 

 

 2002 年から2004 年までは、海上保安庁海洋情報部長を務め、海洋情報業務

に貢献しました。 

 

 特に最近では、日本財団の支援を得て海上保安庁海洋情報部、国際水路局 

(IHB) 及び UKHO の国際共同事業として日本のキャパシティ・ビルディン

グ・プロジェクトを立ち上げ、その推進・調整役を担ってきました。 

 この国際プロジェクトでは、IHO／FIG／ICA （注）の国際認定 B 級の海

図作製技術者6 名の研修を毎年実施しており、世界の水路測量・海図作製技術

者の育成に貢献しています。 

 

 また、西田博士は日本海域をカバーする“JCG／UKHO デュアル・バッジ海

図 (JP Charts) ”の作製を決定・推進するうえで大いに尽力し、国際航海者に

対し計り知れない利益をもたらしています。 

 

 これら、世界的ビジョンを持ち、世界の水路業務における顕著な貢献から、

今回の受賞者となったものです。 

 

 ■世界水路の日世界水路の日世界水路の日世界水路の日    

 2002 年4 月モナコにおいて開催された第16 回国際水路会議において、“世

界水路技術者の日”を制定すべきとの同会議決議第10 号が採択されました。 

 その後、この記念日の名称が“世界水路の日”に変更され、2005 年11 月29 

日の国連総会において、『国際水路機関 (IHO) が“世界水路の日”を制定した

ことを歓迎する。』旨の決議が採択され、IHO において毎年6 月21 日を“世

界水路の日”とすることが正式に決定されました。 

 

 “6 月21 日”は、現在の IHO の前身である国際水路局 (IHB) が創設され

た 1921 年6 月21 日に因んでいます。 

 今年 (2012 年) は 『水路業務の国際協力 ～航海安全への貢献』 をテーマと

して、世界各国の海洋情報機関で国際会議など様々な行事が行われました。 

  



 

 

 ■これまでの受賞者これまでの受賞者これまでの受賞者これまでの受賞者    

￭ 第 1 回 (2006 年) 

ジョージ・リッチー少将 (Rear Admiral George Stephen Ritchie) 

元英海軍水路部長／元国際水路局 (IHB) 理事長／2012 年5 月8日逝去 

￭ 第 2 回 (2007 年) 

マイク・バーリット大佐 (Captain Michael Barritt) 

元英海軍水路部長／現ハクルート協会 (The Hakluyt Society) 会長 

￭ 第 3 回 (2008 年) 

ホルスト・ヘヒト氏 (Mr. Horst Hecht) 

元ドイツ海事水路庁水路部長／現 CARIS 社 学術アドバイザ 

￭ 第 4 回 (2009 年) 

アブリ・カンプファー大佐 (Captain Abri Kampfer) 

現南アフリカ海軍水路部長 

￭ 第 5 回 (2010 年) 

ジル・ベッセロ中将 (Ing. Gen. Gilles Bessero) 

前フランス海軍水路海洋部長／現国際水路局 (IHB) 理事 

￭ 第 6 回 (2011 年) 

クリス・アンドリーセン少将 (Rear Admiral Christian Andreasen) 

元国際水路局 (IHB) 理事長／現米国国家地球空間情報庁 (NGA)水路部

長 （Hydrographer） 

￭ 第 7    回（2012    年）(予定) 

西田英男 博士 （Dr. Hideo Nishida） 

元海上保安庁海洋情報部長／現、(一財)日本水路協会 技術アドバイザー 

 

（注）    IHO： International Hydrographic Organization （国際水路機関） 

    FIG： Fèdèration Internationale des Gèometres （国際測量者連盟） 

    ICA： International Cartographic Association  （国際地図学協会） 

 

 


